








報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　-　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　　 ]

5 -

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ]

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

[　　　　 ]

5

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

１年次

　

２年次

４年次

計
[　　-　　] [　　　　 ]

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
備　　　　　考

３年次

平成２７年度

[　　　　 ]



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２４年度 人 人

平成２５年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 #DIV/0! ％

5 人 0 人 0 ％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度
入学者

平成２４年度
入学者

平成２５年度
入学者

平成２６年度
入学者

退学者数

人5

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２４年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

#DIV/0!

#DIV/0!

％

人 0

合　　計

0 0

人

人

人



医薬製造化学特別演習I １通

医薬製造化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子設計化学特別演習I １通

分子設計化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

合成制御化学特別演習I １通

合成制御化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

反応制御化学特別演習I １通

反応制御化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子変換化学特別演習I １通

分子変換化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

医薬資源化学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

医薬資源化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

物性解析化学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

物性解析化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

生物構造化学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

生物構造化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子動態解析学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

分子動態解析学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子イメージング薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

分子イメージング薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子薬科学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

分子薬科学特別演習II ２通

分子薬科学特別研究 １通～３通 助教１名辞職

　

未開講

未開講

未開講

未開講

未開講

未開講

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目

1 22 23

選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し
　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修

専
　
門
　
科
　
目

4 1 1

関
連
科
目

本研究科委員会において関連科目として認められたもの　

4 1

4 11

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に
　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

科目
区分

（１） 授業科目表

＜薬学研究科分子薬科学専攻博士後期課程＞

２　授業科目の概要

授業科目の名称

1

10

10

10

1

4 1 14

13

1

1

20

4

4

4

4

4

4

4

4

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

4

4

4

4

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

1

1

1

4

4

4 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

講　師

1

1

1

1

助　教

1

1

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択 自　由 助　手

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，
　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

備　　　　考

4

4

配 当
年 次

　　　　修正をしてください。

4

（２） 授業科目数

4

1

1

1



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。
　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

1



薬理学特別演習I １通

薬理学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

臨床分析化学特別演習I １通

臨床分析化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

分子細胞生化学特別演習I １通

分子細胞生化学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

薬物送達学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

薬物送達学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

薬物動態学特別演習I １通

薬物動態学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

薬物療法学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

薬物療法学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

生体防御薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

生体防御薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

遺伝子制御薬学特別演習I １通

遺伝子制御薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

細胞情報薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

細胞情報薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

生命機能解析学特別演習I １通

生命機能解析学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

生命薬科学特別演習Ⅰ １通 履修希望者がいなかったため（24）

生命薬科学特別演習II ２通

生命薬科学特別研究 １通～３通 助教２名辞職、後任として助教１名採用

　

未開講

未開講

未開講

未開講

未開講

13

4

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，
　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画
　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目 科目

1 22 23

科目 科目 科目 科目 科目 科目

自　由 計 必　修 選　択

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し
　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に
　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し
　　　　修正をしてください。

自　由 計

14

関
連
科
目

本研究科委員会において関連科目として認められたもの　

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

20 8 6 3

4 8

4 8

1 1

4 1 1

4 1

4 1

4 1 1

4 1 1

4 1 1

4 1 1

4 1

4 1

4 1 1

4 1 1

4 1 1

4 1 1

4 1

4 1

4 1 1

4 1 1

1

4 1 1

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
　
門
　
科
　
目

4 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜薬学研究科生命薬科学専攻博士後期課程＞

（１） 授業科目表



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。
　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

1



医療薬学特別講義I １通

医療薬学特別講義II ２通 平成２５年度より開講

がん専門薬剤師系統講義 １通 履修希望者がいなかったため（24）

がん薬物療法学演習 ２通 平成２５年度より開講

臨床薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

臨床薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

がん化学療法薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

がん化学療法薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

生活習慣病治療薬学特別演習I １通

生活習慣病治療薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

病態分子薬学特別演習I １通 履修希望者がいなかったため（24）

病態分子薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

医薬開発構想学特別演習I １通 講師１名退職

医薬開発構想学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

講師１名退職

医療薬学特別演習I １通

医療薬学特別演習II ２通 平成２５年度より開講

がん専門薬剤師実習 ３通 平成２６年度より開講

医療薬学課題研究DC １通～４通

医療薬学特別研究 １通～４通 講師１名退職

　

未開講

未開講

未開講

未開講

科目 科目科目 科目 科目 科目 科目 科目

自　由 計 必　修 選　択

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し
　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に
　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し
　　　　修正をしてください。

自　由 計
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関
連
科
目

本研究科委員会において関連科目として認められたもの　

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
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配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師

0

２　授業科目の概要

＜薬学研究科医療薬学専攻博士課程＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称



（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

[　　　] [　　　] [　　　]

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画
　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　　　]

2 17 19



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。
　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

＝

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

0
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。
（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

認可時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

1



研究指導補助教員

［△１］

10 1829

計

（２） 専任教員数

[０]

＜薬学研究科　生命薬科学専攻（博士後期課程）＞

(28)

計

［△１］(10)

19

［　　　］(18)

28

研究指導教員研究指導教員 研究指導補助教員

変　　更　　状　　況認　可　時　の　計　画
備　　　　　考

助　手助　手

10

４　教員組織の状況

＜薬学研究科　分子薬科学専攻（博士後期課程）＞

（２） 専任教員数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

研究指導教員 研究指導補助教員 計 助　手 研究指導教員 研究指導補助教員

8 23 31 8 22

(30) (1) [０] ［△１］

計 助　手

30

助　手 研究指導教員

［△１］ ［　　　］

＜薬学研究科　医療薬学専攻（博士課程）＞

(8) (22)

6 11

（２） 専任教員数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

研究指導教員 研究指導補助教員 計

［△１］ ［　　　］

研究指導補助教員 計 助　手

5 7 12 5

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２４年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(5) (6) (11) (2) [０] ［△１］

８



○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２４年　８月　１日　　）

（４） 情報公表に関する事項

５　その他全般的事項

＜薬学研究科　分子薬科学専攻及び生命薬科学専攻博士後期課程並びに医療薬学専攻博士課程＞

1


